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（５）算数教育研究会 

会 長 今津 一志（竹島小） 

副会長 柴田 満嗣（下田小） 

事務局 岡田 隆也（東山小） 

１．研究主題 

  ｢主体的に問題を解決する授業づくり｣ 

 

２．研究経過 

 

３．活動内容 

（１）授業研修会（７月３０日）     会場：竹島小学校     

 ◇授業：近藤 修史 先生（高知大学教育学部附属小学校） 

  第３学年『間の数に目をつけて』～東京書籍３年下～ 

   等間隔に配置された木の本数とその間の長さを手がかりに、走 

る距離を求める課題だった。条件不十分の場面設定を提示し、 児 

童の気付きからイメージを膨らませ、図で可視化することで答え 

を見つけやすくする工夫があった。「間の数＝木の本数－１」を児 

童から引き出し正解へと導くことができた。児童への声かけや連 

続した問い等、参考となるべき点が多い授業展開であった。 

 ◇講演：近藤 修史 先生（高知大学教育学部附属小学校） 

  『主体的に問題を解決する授業づくり』 

   どの子どもにも「わかる」「できる」算数科の授業の在り方を考   

えるをテーマに、近藤先生が今年度研究されている特別支援教育  

の視点から、ユニバーサルデザインの授業づくりという内容で、  

講演をしていただいた。講演の中では実践をされた模擬授業を取 

り入れ、授業のポイントを押さえながら教材や展開例を分かりや 

すく学ぶことができた。また、資料としての指導案集もいただき、 

授業づくりの要点も学ぶことができた。 

（２）指導案検討会（７月３１日）    会場：公民館 

 ◇研究大会（１１月１３日）に向けての指導案検討を、低学年、 

中学年、高学年の３つの分科会に分けて取り組むことができた。 

 

４．令和元年度四万十市教育研究大会 

【低学年分科会：竹島小学校】～１年生「ひきざん」～ 

（１）授業者より（門田 なぎさ 教頭） 

実施年月日 研究のあらまし 会場 

５月 ８日（水） 

 

７月３０日（火） 

 

 

７月３１日（水） 

 

 

１１月１３日（水） 

・四万十市教育研究大会組織総会 

  役員・研究主題・年間計画・授業校の決定 

・四万十市算数科教育研究会授業研修会 

  講師：近藤 修史 先生 

（高知大学教育学部附属小学校） 

・教育研究大会に向けての指導案検討会 

低学年：第 1 学年 中学年：第 4 学年 

高学年：第 6 学年 

・四万十市教育研究大会（研究授業・研究協議） 

授業者：門田なぎさ 教頭（竹島小 1 年） 

      喜多 真明 教諭（中村南小 4 年） 

      八十島正敬 教諭（下田小 6 年） 

中村南小 

 

竹島小 

 

 

公民館 

 

 

 

竹島小 

中村南小 

下田小 

低学年授業 

近藤先生の授業 

近藤先生の講演 
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・１７－５のおさえが１２－５の後になり、児童を混乱させてしまった。 

・子どもたちの良さが引き出せず、時間に終われなかった。 

・教科書は使用せず、減加法から減々法の別々の学習法よりも両方同時に扱って、児童にどちらの 

方法が使いやすいか選ばせたい。 

 ・導入で２つ同時に扱うのは大変なので、たし算から加数分解、被加数分解を同時に扱った。本時

はうまくいかなかった。 

 ・レディネスではできているが、説明となると難しい。 

 （２）参観者より 

 ・１３－９では、減々法でも減加法でもどちらでもいいのではないでしょうか。 

 ・卵とブロックの両方の操作が大変なので、ブロック操作をくり返している児童が多かった。 

 ・ブロック活動が得意な児童、さくらんぼ算が得意な児童がいるので、具体物操作を班活動で話し

合いさせても良かった。 

 ・１７―５の時からブロック操作に入ると良かった。 

 ・１年生にとって、１０のまとまりで考えることやブロック操作をする活動が大切である。 

 ・板書と連動するようにノートの取り方ができるともっとよい。 

 ・減加法、減々法の両方扱いにしているのであれば、黒板で分けてまとめあげるともっと分かりや

すかったと思う。 

 ・生活の中から問題を出しているのが良かった。 

（３）助言者より（中筋小学校：陸野 高俊 校長先生） 

・教材の準備（卵等）や日常生活に根ざした問題、ストーリー性もあり良かった。 

・１７－５で思考の流れが止まってしまったと感じた。 

・先生が線を問題文に引かず、そのまま自分で書いても良かった。 

・１０のかたまりと、バラ２個おさえることができていれば、もっと深く考えることができていた

と思う。 

・ブロックでできていた児童が１人いたので、他にもできた児童がいたのではないかと思った。 

・バラからは取れないが、パックからとれると分かっていた児童がいたから、そんな考えをもっと

引き出せば良かった。 

・１２－５を先にするのはチャレンジとしては良かったが、時間がかかりすぎてしまった。できて

いる児童の考えを活かそうとする指導が良かった。 

【中学年分科会：中村南小学校】～４年生「広さを調べよう」～ 

（１）授業者より（喜多 真明 教諭） 

・効率的に求める方法の理解に重点を置いた。（切り抜きが早く簡単） 

・あまり意見が出ず、一部の発表ができる児童中心に授業が進んでしまった。 

・同じような課題を繰り返してしまって、学びが浅くなった。 

・式を省略可していることに気がついていたが、意見が少なかったのでそのままにした。 

・練習問題までは行って、切り抜きの有用性に気付かせたかった。 

・準備物をたくさん用意し、子どもの意見をたくさん板書に残すことができた。 

・電子黒板の活用も考えたが、今回はあえてアナログ式の紙を使っての授業にした。 

（２）参観者より 

 ・児童の気付きからまとめを書くと良い。（先生が誘導しない法が良い。） 

 ・１つ目の複合図形（コ型）で切り抜きの良さに気付き、２つ目の複合図形（ロ型）で使ってやっ

てみることが大切だと思う。 

 ・「まとめ」につながる「めあて」の設定が必要である。 

 ・図形に分かっていない部分の長さを書き込み、立式に備えることが大切である。 

 ・「ここ」「そこ」ではなく、算数用語を使った説明をすることが大切である。 

 ・単位（㎠）を大切にしたり、分け方は児童の手書きにしたりしても良かったと思う。 

 ・同じ問題のくり返しがあったので、１問目から発展させて２問目等、発展的な授業展開になるよ

うにする。 

 ・「より簡単」に解ける方法はないかな？→何をもって簡単というのか考えを持っておくことが大切

である。 

中学年授業 
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（３）助言者より（下田小学校：柴田 満嗣 校長先生） 

・切り抜きが簡単と思うのは大人の発想である。３問を解きながら切り抜きが簡単だと導いていく。 

・３問目では切り抜きじゃないと解けない問題をあえて設定している。（考える必要がある。） 

・問い→めあて、準備物で流れが児童の学習意欲を引き出していた。 

・学習意欲の向上にはＩＣＴの活用も大切だと感じた。（四万十市として進めていく必要がある。） 

・「そうかわかった。」「なるほど。」「自分は違うがやけど。」と言う会話だけでなく、自分の意見が

正しいのか、間違っているのか、なぜ違うのか･･･等を考えるのが深い学びにつなげるポイントに

なる。そのために、課題や発問を精選する必要がある。 

・２０２０年度だけでなく、２０３０年度の次の学習指導要領を見据えて、主体的・対話的で深い

学びを本気で考えないと、未来の社会の変化に対応できる子どもを育てることができない。 

【高学年分科会：下田小学校】～６年生「比例をくわしく調べよう」～ 

（１）授業者より（八十島 正敬 教諭） 

・実測して見通した方がということになり、はじめの形に近くなった。 

・５分程オーバーしてしまった。友達との交流のあと考えが出た児童もいた。 

・３通りの考えが出てひろうことができた。表の見方を広げることができた。 

・練習問題では求める値が違ったらできない子もいた。実測することがよいのか。 

（２）参観者より 

・機器を上手に使っている、すばらしいと思った。 

・興味を引くやり方がよかった。授業のあしあとが残っている。手立てがしっかりしている。 

・子どもの考えを、友だちが説明していたところがよかったと思う。 

・比例の関係がどこにかくれているのかをはっきりさせた方がよかった。 

・まとめ文章、およそを隠すのではなくて、数えなくてものところを隠した方がよかったのではな

いかと思う。→比例とみなせる、およそは大事と感じてほしかった。 

・実測（多少のずれはあるが）をもとに比例でいけそうという合意が大切である。 

・表の中に基本量の値があればいいと思った。「重さは枚数に比例する」という言葉を大事にする。 

・表の中でわからない数はｘなので、枚数＝ｘ、重さ＝ｙの表記があった方が良かった。 

（３）助言者より（竹島小学校：今津 一志 校長先生） 

・先生のやる気や気迫が伝わってきた。学級経営大切にされていると思った。 

・実測については、先生がねらいをどうもつかによる。 

・２つの関係が比例かどうか日常生活の事象と関連付けて考えることが大切。５年生の学習のとも

なって変わる２つの量が、６年生ではプラス日常生活にいかすということになる。日常生活との

関連をどこで考えさせるかが大切である。 

・子どもが比例と認められるかということをすんなりと言えた。問題解決ができていた。 

・言葉を子どもから言わせて確かにしていったらよいのでは。 

 

５．今年度の成果と課題 

 ・研究授業は、１つの学校に絞らず、今年度のように低・中・高学年で分科会にする方が人数や場

所の関係上都合がよいので来年度も引き続き３分科会（低・中・高）構成で実施する。 

 ・授業研修会は、高知大学教育学部附属小学校算数部の先生方の授業から学べる貴重な研修である

ので、附属小学校の先生方の日程と相談しながら来年度も継続する。 

 ・市が設定した夏季研修会日とその前日が研修日になったので、授業研修会と指導案検討が１日で

終わるような日程を検討する必要がある。また、他の研修会と重ならない日を調整することも重

要である。（高知大学教育学部附属小学校算数部の先生の都合もありますが･･･） 

・初任者や講師等、若手の先生方の授業が多いので、経験が多い先生方にも授業をお願いして違っ

て視点で学ばせていただきたい。 

 

６．来年度の輪番校について 

（１）令和２年度：（中村小、東山小、蕨岡小、利岡小、川登小、大用小） 

（２）令和３年度：（具同小、東中筋小、中筋小、西土佐小） 

（３）令和４年度：（中村南小、竹島小、八束小、下田小） 

高学年板書 

高学年指導案検討会 


